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よなご・かえるプロジェクト始動！
の
米
子
が
嫌
い
な
訳
で
は
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
だ
。
米
子
が
好

き
だ
か
ら
、
都
会
の
生
活
か
ら
逃
れ
て
帰
っ
て
き
た
。

　

米
子
の
ま
ち
な
か
は
、
小
さ
い
な
が
ら
美
術
館
や

図
書
館
も
あ
る
し
、
百
貨
店
や
ヒ
マ
チ
だ
っ
て
あ
る
。

市
役
所
、
映
画
館
、
駅
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
、
ラ
ー
メ
ン
屋

…

た
ぶ
ん
、
生
活
す
る
の
に
必
要
な
機
能
は
、
何
も

か
も
揃
っ
て
い
る
ま
ち
な
か
。

　

し
か
し…

何
か
物
足
り
な
い
。

　

子
供
の
頃
、
両
三
柳
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
ま
わ

り
の
同
級
生
が
皆
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
年
数
回
、

髙
島
屋
の
大
食
堂
で
お
子
様
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
事
が

人
生
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
チ

キ
ン
ラ
イ
ス
の
上
の
日
の
丸
の
旗
は
、
戦
利
品
と
し

て
毎
回
持
ち
帰
っ
た
。

　

夏
の
土
曜
夜
市
に
は
、
な
ぜ
か
、
普
段
は
着
て
は

い
け
な
い
、
ヨ
ソ
イ
キ
の
服
を
着
せ
ら
れ
、
母
と
妹

の
三
人
で
バ
ス
に
乗
っ
て
米
子
へ
出
る
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
。

　

小
学
生
の
頃
、
ま
ち
な
か
に
引
っ
越
し
て
き
て
か

ら
は
、
す
ぐ
に
〝
ト
カ
イ
の
子
達
〞
と
も
馴
染
み
、

毎
日
毎
日
、
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
、
そ
れ
に
そ
ろ
ば
ん

塾
と
英
語
塾
で
明
け
暮
れ
た
。

　

英
語
塾
に
行
く
ふ
り
を
し
て
、
旧
加
茂
川
で
フ
ナ

釣
り
を
し
て
サ
ボ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
風
呂
で
つ

い
、
父
に
そ
の
フ
ナ
の
大
き
さ
を
自
慢
し
、
サ
ボ
っ

て
い
る
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
父
は
怒
り
も

せ
ず
、
次
の
日
に
は
旧
加
茂
川
で
二
人
一
緒
に
竿
を

垂
れ
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
米
子
を
離
れ
、
二
〇
年
間
を
都
会

で
過
ご
し
米
子
に
帰
っ
て
き
た
。

　

あ
れ
！　

何
か
違
う…

　

賑
わ
い
が
な
い
、
活
気
が
な
い
、
店
が
な
い
、
人

が
な
い…

な
ぜ
？　

そ
れ
は
、
ど
う
や
ら
米
子
だ
け

で
は
な
い
ら
し
い
。
地
方
都
市
の
ま
ち
な
か
の
ほ
と

ん
ど
が
同
じ
状
況
の
よ
う
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
、
四
日
市
町
が
ア
ツ
イ
。
法

勝
寺
町
が
ウ
ゴ
キ
ダ
シ
タ
。
下
町
の
旧
加
茂
川
沿
い

も
ゲ
ン
キ
だ
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
確
実
に
何

か
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

あ
れ
？　

な
ん
か
、
街
な
み
の
向
こ
う
に
大
き
な

光
が
見
え
て
き
た
ケ
ロ
。
も
し
か
し
て
、
米
子
の
未

来
は
明
る
い
ケ
ロ
！

　

よ
な
ご
に
か
え
る
！　

　

よ
な
ご
が
か
わ
る
！　

　

よ
な
ご
よ
か
わ
れ
！

　

よ
な
ご
・
か
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！？
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駅や市役所、史跡に美術館、カフェに本屋に服屋さん、古くからその土地で暮らすのに

必要な機能をつちかってきたまちの中心部≒まちなかは、その街の顔ともいえる場所です。

米子も文化や歴史、人に育まれ、思慮深く、オトコマエ（？）ないい顔をしています。

そんな米子のオトコマエな「顔」も、ひとの顔が経験を積み重ねてかわっていくように、

時代とともに成熟し、お肌の曲がり角をむかえています。

そこで、米子の「顔」に、うるおいを与え、さらに明るく元気で朗らかな「米子の顔=米子
のまち」にしようと考え、本誌を発行しました。

本プロジェクトを媒介として、手に取っていただいた皆さんと米子のまちなかとのコミュニ

ケーションツールとなれば幸いです。

「米子市中心市街地活性化基本計画」が、平成20年11月11日

付けで内閣総理大臣の認定を受けました。

山陰では松江市（平成19年７月認定）、鳥取市（平成19年11月

認定）に次いで３番目となります。

今回の認定により「改正まちづくり三法」に基づく国のいろいろな

支援制度が利用できるようになりました。それによって、基本計画

に盛り込まれた事業を効果的に推進することが可能となります。

しかし、ようやくスタートラインに立ったところです。

盛り込まれた64事業のうち、半数近くを民間主体と行政が連携し

た事業となっています。

基本計画を実のあるものにしていくため、皆様のご協力をお願い

致します。

米子市中心市街地活性化
基本計画が認定を受けました

米子にかえる＞＞＞若者が米子にかえってくるような魅力あるまちにしたい

中心市街地≒まちなか

まちなかを活性化させるための方針や施策・事業などを定めたもの

です。この計画が国から認定されると、国のさまざまな支援策を活

用することができます。

中心市街地活性化
基本計画とは？

よなご・かえるプロジェクト!？

まちにかえる！ まちがかわる？
まちでかなえる！

米子をかえる＞＞＞衰退が進みつつある米子がかわる

米子市中心市街地活性化基本計画≒よなご・かえるプロジェクト！？
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角盤町

米子市立
図書館

米子市
美術館

米子市役所

東町

法勝寺町

日野町

西倉吉町
夢蔵

東倉吉町

四日市町

Qビル

Qルーム

国
道
9
号
線

国
道
181号

線

旧加茂川山陰歴史館

米子市
公会堂

米子商工
会議所

高島屋 えるもーる
一番街

やよい

笑い庵
進化再生事業 

米子地方
合同庁舎 

四日市町大型店舗
再活用事業

法勝寺町商業環境
整備事業 

三連蔵ショップ
＆ギャラリー事業

地域情報拠点施設
運営事業

元町通り商業環境
整備事業

セヴー蔵 
山陰合銀
米子支店 

（紺屋町まちなか居住調査 ）

（ダラズ・クリエイト・ボックス） 

（SKYビル） 

既存商業集積

四日市町
駐車場
複合開発
事業 

やらいや米子
平成ルネッサンス

事業

3

1

4
2

蔵連携による市民ギャラリー事業

夢蔵 セヴー蔵 三連蔵 ダラズ・クリエイト・ボックス金庫蔵～ ～ ～

公共空間活用
オープンカフェ
事業の調査研究

米子のまちなかは、古くから商業、業務、
居住等の都市機能が集まり、長い歴史の
中で文化、伝統をはぐくみ、様々な機能を
培ってきた「まちの顔」ともいえる場所です。
また、地域の経済や社会の発展に重要な
役割を果たしてきた地域でもあります。
しかし、全国的に、公共公益施設の郊外
移転等都市機能の拡散、車社会の進展、
大規模集客施設の郊外立地、居住人口
の減少等中心市街地のコミュニティとし
ての魅力低下、まちなかの商業地区が顧
客や住民ニーズに十分対応できていない
ことなどにより、まちなかの衰退が進みつ
つあります。

これらの事は、米子市においても同様な
状況にあります。
米子市では、衰退の進む中心市街地の
活性化を図ることを目的に、学識経験者
や公募委員などによる検討委員会での審
議、パブリックコメント、市民説明会の実
施、そして関係団体や国との協議などを
経て策定した計画が、平成20年11月11
日に内閣総理大臣から認定を受けました。

中心市街地活性化の背景

米子市の目指すコンパクトシティ構想

旧今井書店の建物を再活用し、ブティックや雑貨店などの店
舗の他、「室内公園」と名付けたスペースを設け、お母さんに
もやさしい、豊富な自然や親水空間を活かしたテナントビル。

3

1

4

2

にぎわい
トライアングル
ゾーン

四日市町大型店舗
再活用事業（SKYビル） 

法勝寺町商業環境
整備事業  

三連蔵ショップ
＆ギャラリー事業

地域情報拠点施設運営事業
（ダラズ・クリエイト・ボックス） 

MAP
まちなかのさらにまちなかを「にぎ

わいトライアングルゾーン」と名付
け、にぎわい拠点の創出と拠点の
ネットワークにより、にぎわいの周辺
波及効果を誘発します。

にぎわい
トライアングルゾーンとは？

コンパクトシティとは、若者やお年
寄り、障がいのある方も、だれでも
が徒歩や自転車を中心に、車に
たよることなく生活できるよう、まち
なかに、住宅や商店、学校、病院、
公共公益施設などをコンパクトに
集中させたまちのことをいいます。

コンパクトシティ?

米子の代官山をめざして！
約40年が経過し、老朽化して危険な状態のアーケードを撤
去し、空き店舗の活用の他、通りに風鈴やのれん、裸電球
などを設置し、季節感や昔懐かしい商店街を演出します。

「明るくて元気なまち・陽のあたるまち
 法勝寺町」をめざして！

米子城の外堀沿いに建っていた築百二十年の蔵を改造し、
おしゃれな飲食店や日替わりカフェ、セレクトショップなどの
テナントとギャラリー「忘路庵」の複合施設。

築120年の白壁土蔵がヨミガエル！
若者の活動拠点を設け、起業家のハード、ソフト両面から
のサポート。カフェや物販店の他、地域ブランド研究所、情
報発信のサテライトスタジオ、地元の偉人を紹介するミュー
ジアムなどの複合施設。

DARAZの集大成！商店街を文化のへそに！

この秋！ にぎわいトライアングルゾーンに
幅広い年齢層が集う施設が次々と誕生します。
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米子中央食品
卸売団地

灘町

立町

角盤町

糀町

紺屋町加茂町
米子市立
図書館

米子市
美術館

米子市役所

中町

東町

法勝寺町

万能町

米子
郵便局

明治町

末広町
弥生町

祇園町

愛宕町

冨士見町

博労町

博労町駅

冨士見町駅

後藤駅

錦海町

日野町

茶町

塩町

大工町

角盤町

寺町

天神町

西町

久米町

内町

湊山球場

岩倉町

尾高町

朝日町

西倉吉町

東倉吉町

四日市町

錦町

花園町

道笑町

国
道
9
号
線

国
道
9号
線

国
道
181号
線

内浜産業道路

加茂川

旧加茂川

新加茂川橋

中海

米子港

湊山公園

山陰歴史館

米子市
公会堂

米子コンベンション
センター
ビッグシップ

米子市
文化ホール

米子駅前
サティ

米子商工
会議所

鳥取大学
医学部

鳥取大学医学部
付属病院

米子市児童
文化センター

米子城跡

J
R山

陰
本
線

J
R
境
線

JR米子駅

1

25

18

18

19

19

3
4

6

7

8 8

9

10

11 12

17

17

13

14

15 16

まちなかの区域内が
対象となる事業

この計画では、交通拠点である
JR米子駅周辺、古くから形成さ
れている商店街、都市的住宅の
立地が進む錦町周辺、歴史や
文化・自然資源が残る寺町周
辺、米子城跡、旧加茂川を含ん
だ約300ヘクタールの区域を
「中心市街地≒まちなか」に設
定し、「人が集まり、歩いて楽し
め、元気に暮らせる、中心市街
地」を基本コンセプトに、継続事
業を含め64事業を実施すること
で、中心市街地の活性化を図っ
ていくこととしています。

まちなかの区域

書店跡の建物を活用した、物販・飲食・サービス複
合店舗の整備。

アーケード撤去、道路や建物の外観の整備、下水
道整備等商業環境整備を行ない、「歩いていてどこ
か懐かしくなる通り」として整備

法勝寺町商店街に近接する蔵に物販、ギャラリーを
誘致し、核店舗として活用。

地域の文化・商業などの創業支援や地域情報発信
を行なう施設の整備・運営。

新しく商売を始める者に、低コストで試行的に商売を
実践できる店舗を設置し、新規商業者を支援。

鳥取大医学部の教養課程の移転に併せ、サテライ
トキャンパスを設置。

エレベーター、エスカレーター等を整備し、駅構内の
バリアフリー化を実施。

人が集い
にぎわうまちをつくる

市外から中心市街地へ転入し、良質な戸建、分譲住宅を
取得する世帯に対し、建物の固定資産税相当額を助成。

敷地が狭小のため単独建替えが困難な場合等、隣接地
と共同で建て替え、一定戸数以上の住宅を供給する事業
に対し、調査設計計画費等を助成する制度の創設。

高齢者専用賃貸住宅を核とした複合施設の建設。

高齢者や障害者を対象とした介護サービス付共同住宅
を区域内で開発・運営。

市中心部の１周約９.２キロを45分で片方向に循環する
コミュニティバスの運行。

住みたくなるまちをつくる

歴史的景観の保全・継承、住環境の向上を図る。
（建築物の外観修景補助、道路整備など）

国史跡「米子城跡」の史跡整備。

中心市街地にある図書館、美術館、山陰歴史館の
施設や機能を整備拡充。また、山陰歴史館が所蔵
する２千点にのぼる古代雛の展示の充実。

中心市街地の南北の玄関口となるJR米子駅とJR
後藤駅からの動線を中心に、主要な移動経路に案内
板を設置し、誰にでもわかりやすく市街地を案内・誘導。

歴史や文化、自然に
触れ合えるまちをつくる

よなご・かえるプロジェクト
の主な事業

⑧旧加茂川・寺町周辺街なみ環境整備事業

⑨史跡米子城跡整備事業

⑩図書館、美術館、山陰歴史館整備事業

⑪まちの案内看板設置事業

⑫まちなか居住支援事業

⑬共同建替え等促進事業

⑭やらいや米子・平成ルネッサンス事業

⑮介護サービス付共同住宅事業

⑯だんだんバスの運行

⑰民間マンション建設
⑱今井書店錦町店多目的交流空間運営
⑲生鮮食料品店出店事業

①四日市町大型店舗再活用事業

②法勝寺町商業環境整備事業

③三連蔵ショップ＆ギャラリー事業

④地域情報拠点施設運営事業

⑤チャレンジショップ事業

⑥鳥取大学医学部サテライトキャンパス事業

⑦JR米子駅バリアフリー化推進事業

元
気
に

暮
ら
せ
る

中
心
市
街
地

人
が
集
ま
り
、

歩
い
て
楽
し
め
、

ここにあげた事業は全64事業の一部です。
よなご・かえるプロジェクトは、まだまだ続きます。おたのしみに！
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法勝寺町商店街に

出店することで、商店

街の中心として活動

したかった。

商店街の中に既存店はあるが、

心機一転、新しい気持ちで取り組

みたいと、新規出店を決意。

「ここには、古くからの仲間もいる

し、一緒になって法勝寺町商店街

を守っていきたいと思っている。」

現状の商店街は、暗

い・古い・危ない…、

路面が滑って危険だ

から近寄りたくない…と言う人もい

る。まずは、その印象を払拭したい。

アーケードを撤去することで、商店

街に明るさを取り戻し、太陽や自

然と共に生活するステージを創る。

まちなかががんばることが、米子経

済の底上げに繋がると信じている。

自分ひとりではできないが、周りに

仲間がいたし、商店街の後輩達も

米子に帰って来た。国や米子市

の施策も一致した。ちょうどいい機

会だった。

現在、並行して進んでいる喜八プ

ロジェクト計画や本通りのSKYビ

ル計画とは、対立するのではなくう

まく連携し、コミュニケーションと情

報交換を密にしながら、共に切磋

琢磨していきたい。

中心市街地活性化基本計画が、

国の事業だから、市の事業だから

と言って、夢や発想を曲げたくは

ない。自分達が育ち、自分達が育

てる商店街なんだから。

ここには仲間もいるし
これからも守っていきたい。
自分が育ったまちだから。

鳥取県らしい
オリジナルなまちがいい。
都会のまねはしたくない。

山 根 大 樹 さん

M E M B E R  F I L E  0 2

g r a s s  o n i o n

代 表
39歳

まちなか（中心市街地）へ
出店しようと思ったきっかけ

A1

Q1 まちなか（中心市街地）へ
の期待Q2

A2

もともと商店街で展

開していたが、店舗

の老朽化に伴い現

在の店舗に移転。商店街を離れ

たくなかった。計画中のSKYビル

は、オーナーの「自然を活かす」と

いった発想が一致した。

30台後半のある時、突然、植物

や木だとか、春になると芽が出たり

種ができる仕組みとか・・・気になり

だした。自分自身が、「生命力」

や「自然」に大きな影響を受けて

いることを感じる。

そのことを新しい店舗で具現化で

きないかと考えている。

人工的なまちにはし

たくない。都会のまね

もしたくない。オリジナ

ルなまちがいい。森のように自然が

いっぱいで、鳥取県のまちらしいま

ちになればいい。

米子のまちくりの方向性を明確に

して、それぞれがバラバラにならな

いように統一感を持っていってほ

しい。5年後、10年後につまらない

まちにならないように、上っ面だけ

でなく、しっかりとしたベースがない

といけない。

A1

A2

太 田 和 宏 さん

M E M B E R  F I L E  0 1

太 田 眼 鏡

代 表
46歳

be man power  
まちをかえるのは、やっぱり人の力。
米子のまちを元気にする、米子人を紹介します。
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1963年5月、鳥取市生まれ。2歳から米子で育つ。市内の高校卒業後、単身でアメリカ
のボストンへ音楽留学し、3年間、フルートを学ぶ。昭和61年に東京へ戻り、アルバイトを
しながらプロの（ジャズ）フルート奏者を目指した。その頃に出合った奥様と結婚。14年
前に太田眼鏡の跡を継ぐために米子へ帰省。「太田眼鏡」の発祥は鳥取市。現在は、本
通り商店街と米子しんまち天満屋、松江市で3店舗を営業中。
この秋、法勝寺町商店街の善五郎蔵へ、全く新しいコンセプトの眼鏡屋をオープン予定。

1970年２月、境港市生まれ。米子の高校を卒業後、広島のジーンズショップに就職。
そこで7年間、バイイングや店舗経営などを身に付けた後、米子の専門学校でより専門的
な知識を学び、在学中に現在のセレクトショップgrass onion を本通り商店街に開店。
その後、現在の店舗へ移転。店名の「grass onion」は、大好きなビートルズのジョン・
レノンの曲にちなんだ。個性的なセレクトが多くのファンを持ち、山根さん自ら手がけるイ
ビツミウムブランドは、広く仙台や広島でも展開中。商品のセレクトの視点は、ありふれた
日常に刺激になるような、コーディネートのポイントとなるような商品を意識している。



中心市街地活性化の目標と数値目標

県西部地域の中心。古くから交通の要衝で、歴史・文化資源や
さまざまな都市機能が集中。

空き店舗率30％、営業店舗の４分の３に後継者がいない等
商業機能が衰退。歩行者通行量が平成９年からの10年間で
４分の１に減少するなど、にぎわいも減退。

中心市街地内に立地する大型店舗の存続のための支援、
郊外の大規模開発抑制など。

歩行者通行量の減少

H
９
年

H　

年　

５万4104人 １万3460人

19
△

74.５％

人が集い
にぎわうまちをつくる

現
在

５
年
５
ヶ
月
後

2万282人 2万1319人
5.1％増

現
在

５
年
５
ヶ
月
後

１万２０５９人 １万２１５９人
0.8％増

歴史や文化、自然に
触れ合えるまちをつくる

住みたくなるまちを
つくる

年間商品販売額の減少

H
６
年

H　

年　

531億円 300億円

16

△

43.5％

中心市街地を巡る状況 基本的な方針、目標、目標値

目標

目標値

ワクワクどきどき
心が躍る
まちづくり

懐かしく心憩う
情緒豊かな
まちづくり

安心、便利で
いきいきと暮らせる
まちづくり

平日、日曜日の
歩行者通行量

現
在

５
年
５
ヶ
月
後

1380人 2070人
50％増

下町観光ガイドの
年間利用者数

現
在

５
年

５
ヶ
月
後

1373人 1510人
10％増

湊山公園の１日の
入場者数

居住人口

　米子のまちは、数年前の国道9号の電線・電柱地中化によって

格段にきれいになった。しかし、その事に気がついている市民は

少ない。海があり山がある山陰の自然は確かに美しい。実は、松

江市よりも鳥取市よりも米子のまちは美しい。近代的な美しさを

備えたモダンビューティーな米子のまちに市民は気が付いてい

ない。髙島屋前から商工会議所前までの国道9号線をホコテンに

してみてはどうだろう。髙島屋前の曲線やそこから見える米子城

跡の石垣は、決して他のまちでは見ることのできない景観である。

　中心市街地活性化とは、大勢の市民にまちなかを歩いてもらう

こと。米子のまちには、実は、美術館があり歴史資料館がある。粋

なレストランだってお洒落なブティックだってたくさんある。楽し

ければまちにヒトは集まる。美しいマチを知れば、米子に対する

誇りや愛着も持てる。車を降りてまちを歩こう。車を止めてみん

なで9号線を歩こう。そして、リアルな米子を体験しよう。

　内閣府・地方の元気再生事業として「大山パークウェイ」のプロジェク
トを昨年秋から進めてきましたが、その取り組みの中から見えてきたこ
とがいろいろありました。その一つは、“道”に愛称をつけることで、市民、
観光客の意識が変わるということ。地域のブランドやシンボル、馴染み
のある名前をなど使うことによって愛着が大きく変わってきます。
　米子市内でもこんな風に表現すればいいのに、と思うものがあります。
例えば、「公会堂通り」、「医大通り」、「加茂川通り」…。これまであるよう
で、実際にはない呼び名です。説明するまでもないですが、地域のプラ
イドをタイトルにしたものです。
　また、米子の中心市街地のメーン道路を「9号線」と呼びますが、これ
も記号でなくて「市役所通り」とか「髙島屋通り」とか「ガイナーレ通り」
とかすれば、市民意識が大きく変わってくのではと思います。
　ゾーンで活性化ということはよく耳にしますが、まず、軸になる道とそ
の愛称を決めて、その道を中心にして目に見える形で活性化の組み立
てをしていけば、クッキリわかりやすくなるでしょう。その愛称を通り沿
いの店舗などがどんどん使うことになると、活性化のスピードも速くな
るようにも思います。
　無機質な時代の流れの通称（例えば、産業道路）で表現することから、
地域の誇りや思い、メッセージをそこに託せば、地域は間違いなく変わ
っていくのではないでしょうか。

米子市総合政策課中心市街地活性化推進室

　現在の米子市は、中心市街地が衰退し、商店街に元気がない。しかも、

少子高齢化はどんどん進行する。しかしながら、今回の計画を進めていく

なかで感じているのは、米子は、他の地域と違い、ヒトとマチのポテンシャ

ルが高いということ。

　今、将来の米子の姿をどうするか、どんなまちにしていくかを考えている。

どこに行っても同じ風景のまちではなく、まちの個性を創る1つの手法が、

今回の中心市街地活性化基本計画ではないかと考えている。長い米子

市政のなかで、ある意味大きなまちづくりの転換期であり、ターニングポイ

ントでもあり、非常にやりがいのあるポジションで仕事をできることがうれしい。

　一方で、事業が進むほどに様々なボトルネックも出てくる。そのボトル

ネックを民間の方々と共に解消することが私達の役割。ポテンシャルの

高い皆さんと行政がまとまれば、それは大きな力となり、きっと米子のまち

は大きく動きだす。

米子市中心市街地活性化協議会 監事　中ノ森 寿昭

基本的な
方針 0１ 02 03

NPO法人大山中海観光推進機構 理事長　石村 隆男

まちづくりのターニングポイント！
元気な市民を支えたい！

　国の法改正により、今回が米子市の中心
市街地活性化の最後のチャンスと捉え、
早々に中心市街地活性化協議会を立ち上げ
てスピーディーに稼動させてきました。多く
の人たちの中心市街地への期待を形にする
ため、協議会委員、行政、商業者はもとより
民間事業者、文化団体、市民の意見を反映し
た基本計画が、今、まさに動き出しました。
　中心市街地が寂れることは、これまでの
インフラ投資を無駄にしてしまうことであ
り、行政経営も含め米子市の衰退を意味し
ます。これまで、幾度となく商店街活性化計
画が作られましたが、そのほとんどが実行
には至らず計画のままで終わっていました。

　しかし、今は違います。商業者や民間事業
者は、まちなか居住や空き店舗活用を含む
店舗開発に乗り出し、多くの若手経営者も
今回の計画にそって顔を出してきました。
　一方、行政も図書館や美術館などの機能
拡充に乗り出し、米子駅のバリアフリー化
や下水道整備などの生活基盤整備も進めま
す。それは、この中心市街地活性化基本計
画が、行政と民間、市民が一体となって作成
したものであるからに他なりません。
　残された基本計画期間はあと４年と９ヶ月。
これからも、スピード感を持ちながら、多く
の人たちが協力、連携し計画を進めること
により、「人が集まり、歩いて楽しめ、元気に
暮らせる中心市街地～生活充実都市米子
～」を実現し、米子市にとどまることなく、近
隣市町村の皆さんにも享受していただきた
いと思います。新しい米子の息吹を感じる
今日この頃です。

米子市中心市街地活性化協議会 会長

坂口  清太郎

中心市街地活性化の
最後のチャンス!
スピード感を持ち連携を!

よ
な
ご
・
ま
ち
な
か

コ
ラ
ム　

第 

１ 

回

“道”に愛称をつけることで
市民や観光客の意識が変わる！道に愛着がわく！

山陰の自然は美しい。実は米子のまちはもっと美しい。
9号線を歩いて、米子のまちをリアルに体験してほしい！
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